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「

彼、

信

州

人
か
。

道

理
で

理

屈
っ

ぽ
い
」

な
ど

と

よ

く
い

わ

れ
る
。

議

論
好
き
、

理

知

的、

理

想

家

肌・
・
・
・
。

長

野
の

県

民
性
に
つ

い

て

は
、

き

わ

め

て

明

確
な

イ
メ

ー

ジ

が

世

間
に

定

着
し

て
い

る
。

旧

名

「

信

濃

国
」
。

そ
の

特

色
は

江

戸

時

代、

寺
子

屋
が

千

三

百
四

十
一

を

数
え
、

全

国

第
一

位
で

あ
っ

た
こ

と
。

明

治

初

年
の

就

学

率
も

全

国
ト
ッ

プ

を

誇
っ

た

が
、

こ

う

し

た

好

学
の

伝

統
は

今

日

に

も

受
け

継
が

れ
て

グ

教

育

県
d

の

名
を

高
め
、

信
州

特

有
の

気

質
を

は

ぐ

く

ん

だ

と
い

え

る
。

も
っ

と

も
、

付

和

雷

同

を

嫌
う

性

格

は
、

反

面、

非

社

交

的

で

協

調
の

精神
に

欠
け

る

と
い

う
こ

と

に

も

な

る
の

だ

が
。

と
と
に
挙
げ
た
各
界
の
人
物
を
な

中
嶋
鎖
樹v

丸山
ワ
ク
チ
ン
の
丸
山

が
め
て
も、
念
る
ほ
ど
教
育
県、
と

千
畏
氏
な
ど。

改
め
て
感
心
さ
せ
ら
れ
る。

学者
の

文
化
畑
で
は、

文芸
僻
論
の
大
家、

数
が
全
体
の一一一
分
の一
を
占
め
る
勢

臼
弁古田
見
氏
が
凶
作化
だ
し、
「
自
白

い
だ。

一二
平」
も
の
の

中村
武
志
氏
も、
最

し
か
し、
た
と
え
ぽ
テ
レ
ビ
に
よ

近
は
土
地
住
宅
問
題
の
解
除
活
動
に

く
削酬
を
出
す
タ
レ
γ
ト
教
授
み
た
い

大
忙
し
だ。

な
派
手
な
存
在
は
聞
につ
か
な
い。

一
方、
女
性
で
は、
故
新
聞
次
郎

学
究一
途
か
社
交

氏
と
の
オ
シ
ド
p
作
家
で
も
知
ら
れ

べ
た
か。
い
か
に

た
藤
原
て
い
さ
ん
の
ほ
か、
と
く
に

駅
北
も
信
州
人
的
現
象

評
論
家
で
岱
村
納
入
問
題
の
権
威

臨
崎
で
あ
る。

者、
丸
岡
秀
子、

「
ドキ
ュ
メ
γ
ト

湘晴
嵐

な
か
か
ら
知
名

女
の
百
年」
全
六
巻
を
著
し
た、
女

脳
ス
の
学
者
を
拾
う
と

性
文
化
史
の
も
ろ
さ
わ
ょ
う
ζ
さ
ん

M
げ
古
代
イ
y
ド
仏
教

ら
が
信
州
女
性
ら
し
い
活
動
ぷ
り
で

ケい
や
秘
教
研
究
に
優

異
彩
を
放
っ
て
い
る。

一
削
れ
た
業
績
を
残
す

同
会

波員
に
は、
公
明
党
を
率
い

池
宮
原
柄引
問問、
全
国

る
竹
人
情剣
勝
委
口
長。

醐
掛
調
査で
「日
本
人

自
民
は
弁
出一
太
郎、
倉
石
忠

田
市
の
滋
法
意
識」
を

雄、
小
坂
普
太
郎、
小
川
平
二、
小

田
畑
ま
とめ
陀
ゆ
林
世

坂
徳
三
郎
氏
の
大
臣
経
験
組
が
居
並

E晴

樹、
現
代
中
国
研

ぷ
が、
信
州
っ
子
首
相
は
ま
だ
出
て

究
の
第一

人者、

い
な
い。

苓及闘

機

パ
川
ら
逃
れ
る
チ
エ
だ
っ
た
ん
で
す

麹

ひ
と
つ
に、
長
野
で
は
奨
学
金
や

関

特
待
生
の
制
度
が
と
と
の
っ
て
い

富

議

て、
教
師
に
な
る
の
に
元
手
が
か
か

「
ひ
と
口
に
い
っ
て、
長
野
は
非

ら
な
か
っ
た
と
い
う
と
と
も
あ
り
ま

常
に
厳
し
い
と
と
ろ
で
す。
向
い
山

す
ね。
私
の
父
が
や
は
り
そ
う
で、

が
あ
れ
ば
そ
れ
だ
け
谷
が
深
い
し、

六
十
年
く
ら
い北日
の
詣
で
す
が、
月

気
候
も
寒
冷
で
し
ょ
う。
そ
う
し
た

八
問、
当
時一
人
が一
か
月
生
活
で

過
還
な
自
然
条
件
に
耐
え
て
生
き
抜

き
る
額
を
支
給
さ
れ
て
い
た
と
聞
い

い
て
い
く
ζ
と
で、
信
州
人
の
性
格

て
い
ま
す。

も
ま
た
厳
し
い
も
の
に
な
っ
て
い
っ

私
の
生
ま
れ
行
っ
た
と
ζ
ろ
は、

た
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か。

拶
野
市
の
奥、
そ
れ
と
そ
狸
や
ム
ジ

教
梓川
県
と
い
わ
れ
る
け
ど、
災
態

ナ
の
住
む
よ
う
な
山
の
中
の
ち
っ
ぽ

は
教
師
に
で
も
な
ら
な
け
れ
ば
食
っ

け
な
村
落
で、
人
口
も
百
五
十
足
ら

て
い
け
な
い
と
い
う
と
と。
地
形
的

ず。
そ
ん
な
と
と
ろ
に
だ
っ
て、
校

に
広
い
田
畑
を
持
て
な
い
治
家
の

長
先
生
だ
け
で
も
父
を
含
め
八
人
い

二、
三
男
に
と
っ
て、
教
師
志
願
は

た
ん
で
す
か
ら。
私
の
周
間
は
も
う

生
き
る
た
め
の
手
段
で
あ
り、
食
し

先
生
ば
か
り
で
す
よ」

、まE
－3
〉

当証明一二

dF

十
か
所
に
上
る
旧
石
器
時
代
の
遺
跡

4UEド
ドHwrトト、
に
よ
っ
て、
い
ま
か
ら一
万
l一一
万

グ
日
本
の
屋
根u
に
た
と
え
ら
れ

年
前
に
は
人
類
の
生
活
が
営
ま
れ
て

る
ア
ル
プ
ス
の
鱒
々
と、
山
聞
に
散

い
た
と
推
定
さ
れ
る。

在
す
る
答
光
寺、
松
本、
佐
久
の
平

縄
文
時
代
の
遺
跡
数
は
全
国
屈

と
伊
那、
諏
訪、
木
舎
な
ど
の
盆
地

指。
郵
便
切
手
の
図
柄
に
も
な
っ
た

群

｜｜。

装
飾
土
緑、
鋭
利
な
石
稼
と
し
て
広

ζ
の
地
に、
い
つ
ど
ろ
か
ら
人
が

く
以
外
に
も
伝
わ
っ
た
和
国
峠
特
産

住
み
は
じ
め
た
か
は
判
然
と
し
な

の
烈
陥
石
な
ど、
多
純
多
織
の
出
よ

い。
が、
ナ
ウ
マ
γ
ゾ
ウ
の
付
ゃ、

口聞
が、
ζ
の
時
期
の
活
発
な
文
化
創

ユ
ニ
ー
ク
な
大
衆
参
加
で
知
ら
れ
る

造
を
物
賂
る。

野
民
湖
発
掘
調
査
（
今
春
は
延べ
二

中
位
以
降
の
傍
浪
は、
徳
川
時
代

万
人
が
参
加）
、
ま
た
県
内
約
百
五

の
存
続
体
制
が
磁
立
す
る
ま
で、
盆

藤
原

て

い
（
作
家）
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週刊競売
…
・
表
況
は
氏
名、
年
齢、
出
生
ま”

…
た
は
出
身
地、
最
終
学
歴、白
役
職…

…
の
頼。
敬
称
略。

'81. 5. 17 

井
出一
太
郎
（
印〉
日
岡
町・
京
大

法
H
衆
院・
自
民

伊
藤
公
介
（
却）
高
速
町・
法
大
法

H
来
院・
新
自
ク

岩
丞
持
喜
男
（
日）

松杢m・
中
大

法
日
衆
院・
社
会

小
川
平
二
（
引は）
富
士
見
町・
京
大

経
H
衆
院・
自
民

小
沢
氏
孝
（
臼）
怯

本市・
長
野
工

日
衆
院・
民
社

巾巾
以
義
直
（
臼）
下
条
村・
下
条
実

科
中
日
衆
院・
社
会

倉
石
忠
雄
（
印）
更
柏
市・
法
大
法

H
衆
院・
自
民

小
坂
普
太
郎
（
伺）
長
野
市・
東
京

商
大
日
衆
院・
自
民

小
援
徳
三
郎
（
mw〉
長
野
市・
京
大

経
H
衆
院・
自
民

抑制
水
沼
（
間山）
長
野
市・
早

大商
工

修
日
衆
院・
社
会

下
平
正一
（
回）
掻
尻
市・
束
筑
勝

良
中
退
H
衆
院・
社
会

竹
入
義
勝
（
臼）
反
野
町・
政
治
大

μ町内

弁出一太郎氏

日

衆院・
公
明

竹
内
勝
彦
（
必）
戸
倉
町・

東京
市

出回
大
工
H

衆院・
公
明

竹
内
猛
（
印）
荻
野
市・
日
大
法
文

H
衆
院・
社
会

中
村
茂
（
印）
上
岡
市・
小
県
蚕
校

H
衆
院・
社
会

羽
田
孜
（
必）
上
岡
市・
成
城
大
経

H
衆
院・
自
民

林
百
郎
（
槌）
関
谷
市・
中
大
法
目

衆
院・
共
産

平
林
糊
（
印）
丸
子
町・
専
検
H
衆

院・
社
会

復
下
創
平
（
臼）
長
谷
村・
東
大
法

H
衆
院・
自
民

伊
藤
郁
男
（
印）
深
訪
市・
岡
谷
間

…HM
H
参
院・
民
社

納
涼
ヤ
ス
（
制）
長
野
市・
崎
玉
女

子
師
範
H
参
院・
公
明

小
平
芳
平
（
印）
富
士
見
町・
中
大

法
H
参
院・
公
明

小
山一
平
（
邸）
坂
城
町・
上
田
中

H
参
院・
社
会－

下
条
進一
郎
（
mU）
下
条
村・
東
大

法
H
参
院・
自
民

耳
目
忠
雄
（
η）
長
野
市・
京
大
法

H
参
院・
自
民

村
沢
牧
（
出）
南
信
濃
村・
中
大
法

H
多
段・
社
会

柳
河
鍛
造
（
臼）
戸
倉
町・
石
川
抑制

酒

沼

河

匂一JR
池峰

荷

布十校
日
傘
院・
民
社

自費国正俊民

』
地
ど
と
の
努
力
が
ぶ
つ
か
り
合
う
分

、句
、
dFS

一
立
抗
争
の
歴
史
が
続
く。
源
平
の
争

、、
訪
融関γ
慰問

←
い
と
源
氏
の
内
粉、
川
小
山
合
戦
で

－

E
F
lトド

一史
上
に
名
向
い
上
拶、武mm
の
激
突、

川
弁
笑
良
（
n）
大
町
古川・
米
大
法
－
金
菌
制
籾
を
め
ざ
す
家
康
の
進
攻
と

H
弁
護
士、
元
名
古
巌
高
検
検
事
長
－
戦
乱
の
絶
え
る
と
と
が
な
く、
百円聞

小
松
国
雄
（
臼）
戸
倉
町・
東
大
法
『
昌
幸・
務
村
父
子
ら
の
武
将
が
脱
出

H
通
産
省
基
礎
産
業
局
長

－
し
た。

小
山
森
也
（
印）
坂
減
町・
東
大法
一

と
う
し
た
分
立
の
歴
史
を
バ
ッ
ク

日
郵
政
省
簡
易
保
険
局
官民

一
に、
今
日
の
長
野
県
の
誕
生
も
桜
雑

耳
目
晴
雄
（
臼）
長
野
市・
東
北
大
一
念
経
過
を
た
ど
っ
た。

法
H
防
衛
庁
ぽ
房
長

一

当
初、
北
信
濃
に
抑恥
か
れ
た
長
野

藤
井
直
樹
（
出）

松
本市・
点
大
工
一
県（
旧
名
中
野
県）
と
南
信
浪
の
筑
限

H
経
企
庁務
職
官

一
県
を
合
わ
せ、
現
原
被
が
路
定
し
た

藤
森
昭一
（
臼）
松
杢m・
点
大
法
一
の
は
明
治
九
年。
し
か
し、
ζ
れ
に
反

H
環
境
庁
企
繭
間
数
局長

一
発
し
た
南
偏
滋
か
ら、
分叫
論
や
松

m
仰趨
太
郎
（関）
岡
谷
市・
京
大
一
本
へ
の
川市
庁
移
転叫婦
が
持
ち
上
が
っ

理
H
気
象
庁
長
官

一
た
の
で
あ
る。
諭
争
は
全
以
を
巻
き

丸
山
良
仁
（
臼）
松
本
市・
点
大
民
』
込
ん
で
延k
と続
く
が、
ζ
れ
を
鋲

H
建
設省
大
臣
官
贋長

』

め
た
の
が一
編
の
歌
の
力
だ
っ
た。

三
浦
大
助
（
臼）
佐
久
市・
慈
恵
医

苧
信
浪
の
国
は
十
州
に

大
小
環
境
庁
大
気
保
全
局
長

＋

筏
つ
ら
念
る自
に
し
て

桃

井良
〈
回）
佐
久
市・
東
京
外
務、
－

信
州っ
子
な
ら
だ
れ
で
も
知
っ
て

ρ
l
バ
ー
ド
大
院
H
防
衛
庁
防
衛
研
－
い
る
mM
歌
「
倍
浪
の
国」
。

修
所
研
究
部
長、
国
際
評
論
家

一

明
治
三
十
六
年
の
県
滋
会
で
移
以

両
角
良・
蛍
（臥）

茅
野
市・
波
大
法
一
論、
移
庁
論
が
激
し
く
戦
わ
さ
れ
て

H
電
源
開
発
総裁

一
い
た
と
き
だ。
だ
れ
と
も
な
く
歌い

柳
原
正
之
（
叫）
長
野
市・
更
級
良
一
出
し
た
「
信
浪
の
国」
は、
た
ち
ま

H
長
野
市
長

…

十一回

伽

山
本
敏
彦
（
印）

松
本市・
東
北
大
一

」
守

L

、

一

清
司

仲
町

総

J

吉

山

手

〔

一

ぷ

⑥

隠

限

際

協一一
一

四
付
「
し
な
の」
に
か
か
る
枕罰則一

日

は
？

占

目
白
木
曾
の
五
木
と
は
？

山

由
同

史
上
最
強
と
い
わ
れ
な
が
ら日

一

横
綱
に
な
れ
な
か
っ
た
長
野
出品

司

身
の
力
士
は
？

町

｝
伺

伊
那
谷
の
小
京
都
と
呼
ぽ
れ回

目

る
と
と
ろ
は
？

自

由
同
村
内
に
東
京
と
い
う
地
名
が－

M

あ
る
の
は
7

－

h

①
美
麻
村
②
大
岡
村
③
匁
無
塁－

山
村

長
野
県
に
あ
る
川
本
唯一
の品

目

山
局
総
合
博
物
館
は
？

－

｝
同

松
本商
業
出
身
で
プ
ロ
野
球一

目

初
の
三
冠
王
に
なっ
た
の
は
？一

～
判

絵・幼
生
れ何事
件の
絵
ぬ
が
流v

－

さ
れ
た
地
紋
？（
解
答
は
山山寸
）

ち
議
場
を
包
む
大
合
唱
と
な
り、
質

成、
反
対
派
と
も
。
信
州
は
ひ
と

つd
の
心
に
結
ぼ
れ
た
の
で
あ
る。

も
と
は
長
野
師
範
の
校
歌
だっ
た
と

の
獄、
昭
和
凶
十
三
年
に
叫
歌に
制

定
さ
れ
た
が、
酒
席
で
も
ど
と
で

も、
ζ
れ
ほ
ど
愛
唱
さ
れ
る
県
人
歌

は
他
府
県
に
も
例
が
な
い。
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� 法
H獲宙開庁長官

織
田正俊（回）長野市・京大法
日

弁

護士、元最高
裁

長
官

官口野
文六（位）麻績村・東大法

H駐西独大
使

吉村午良（日）長野市・東
大法

日長野県知事
石川

敏功（臼）松本市・東京ヱ

大
H日本カーボ ン社長小田切新太郎（叩）須援市・

早

大商
H信越化学工
業社長小山田豊（臼）

小
布施町・
中撃

航空養成田m
Hクラpオン社長

笠
井正人（槌）吏縦市・

屋代中
Hコパル社長筏山純三（乃）

小
諸市・大阪貿

易佼
H穣
山

刷会長
片銅山内徳（冗）控丘村・償浜専

H京浜急行電鉄社長
神林正教（初）長野市・東京商 大

H臼綿実業会長久保田笑（日）長野市・長野商
H三協精 機盤作 所社長倉科茂夫（肝）大町市・東大

経
H第一証券社長小林教（印）池岡町 ・長野 工日

木村化 工後祉EX小林容男（印）長野市・
九大法

文H八十二銀行頭取小林文明 （店山）長野 市・東 大
経

H三菱鉱業セメント社長小山敏籾（臼）諏勧市・点 大法
H
大
正 生命社長佐藤久美（印）塩尻市・東大

経
H紀州製紙社長佐藤光夫（邸）調訪市・東京商

大
H京成電鉄社長酒井和男（臼）伊那市・東北大

工
Hオpジン電 気社長笹尾鮮三郎

防
（伍）坂滅的・東工

大
HB本輪送後社長枯担沢護（印）中川村・明大 商

H

養命酒製造社長

• J ・数守で見る司長野県の実力吋桝民n＂：�￥.＜互のミト’
項 自 数 値 全国順位（位） 関査時点

而 管
i

13, 133. 20km' 4 54年

人 ロ 2,083,942人 15 55年

人 口 街皮 lkm'当たり153.4人 39 55年

持ち家率 76.1% 10 53年

55年度県予算 4,442IE7,700万円 16 55年

県民所得 I .238, 772向 19 52年

大 ふイ＂－弘 数 3 29 55年

大 学進学率 27.8% 31 55年

公立図書館数 43 5 53年

f丙 院 数 161 18 54年

医 自市 数 2,412人 18 54年

72.40年 4 50年

77.00年 16 50年

柴・本軍理（η）中野市・東大
経といったほうが

HプHデストンタイヤ社長
正しい。それだ

田口利八（日）南木曾町・高
小けに、その見ど

H西浪速輸社長

とろの多くは山

田口浩太郎〈開）上
田
市・東大

というととにな

工
H日本電路施設社長
－る 。名の知れて

田中文雄（初）
佐
久市・
九大mM
－いる

山
は 、それ

H王子製紙社長
－とそ数えきれな

商
山

海司（η）池
田
町・松本中
－ぃ。白馬 、鹿島

日三
和シャツタ1工業社長
『槍、針ノ木 、拾 、

武
田恭一（伺）伊那 市・
山

製高
－穂高、常念 、来

工
H近畿電気工窃社長
一絵、御峰 、東駒 、

中山普郎（侃）侶浪町・編ぬ同
一仙丈 、金脇町 、淡

商
H
大

協石油社長
一間などなど 。

野原陽一（幻）飯
田
市・東大
工
一ζれら山hに

H帝人製幽四社長
一発する川はやが

花岡源六（苅）関谷市・東京商
一て千曲川とな

大
H電気化学工業社長
”り 、天沼川とな

福嶋
文朗（日）下条村・早大

高り 、木曾川となる。また 、
山

k

エ日目濃化学工業社長
は広大
な高原や紙野を展開し 、

藤森正男（伺）松本市・
九大ヱ叙伯爵を炎で 、旅人を魅了す

H太平洋興発社長

る 。上高地 、霧ヶ郎 、
美ケ原 、

丸悶芳郎（回W）長野市・鋼生日志賀 、戸隠 、開図の高阪はとく

．．

 

'81. 5. 17 

。
自
然
と
の
対
話
l
緑
の
島。

歩
け、
グ
リ
l
ラ
ン
ド

前
山
湿
原
と
渋
池

週刊読売

。
フ
ァ
ミ
リ
ー
ハ
イ
キ
ン
グ

展
望
と
植
物
園
東
館
山

に有名だ。とういう大自然に点

燥をそえているのが 、諏初期問 、

野民湖 、仁科三湖 、松原湖など

の曲目しい湖沼だ。
人

文的な嵐長には 、旧中山道

パノラマ展望のあとは郷
土色泣かな桜子山米広弁当を
どうぞ

郷土みやげには高原特産
自が告をふんだんに似：った白群島
細工をお推めします

，， 

海銀2172メートル

やとドライブイツ
長野県志賀高原

宮02693(4)2 3 3 8 
ft02693(4) 2 3 0 1 本社
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工
H
花
王
石
鹸
社
長

宮
本
泌一
（
臼）
中
野
市・
明
大
政

経
H
地
鹿
ト
1
カ
ン
社
長

山
下
秀
明
（
η）
筑
輪
町・
東
京
商

大
H
旭
硝
子
会
長

吉
川
前一
（
均）

松一本i市・
東
大
工

H
消
水
建
設
会
長

'81. 5. 17 

芦
部
倍
高
（
肝）
駒
ヶ
板
市・
東
大

法
H
東
大
教
凌
〈
慾
法
学〉

有
賀
健
三
（
叩川）
諏
訪
市・
日
大
医

H
日
大
総
合
科
学
研
究
所
副
所
長

〈
消
化
総
病
学、
内
科
学〉

池
上
二
良
（
印）
松
本
市・
京
大
文

H
北
大
教
授
〈
J
語
学〉

伊
藤

忠同時
（
臼）
駒
ヶ
根
市・
日
本

医
大
H
日
本
医
大
教
授
〈
整
形
外
科

学〉飯
山何也市一
（
四岬）
岡
谷
市・
名
大
医

H
名
大
教
授
〈
病
理
学〉

飯
閏
波
事
（
η）
飯
山
市・
東
大
理

H
名
大
名
許
教
授
〈
地
民
学〉

今
井
克
之
進
（
河〉
長
野
市・
東
北

大
工
日
東
北
大
名
訴
教
授
〈
金
属
材

料
学〉

上
回
泰
（
m山）
松
本
市・
慈
必
医
大

H
慈
恵
医
大
教
授
〈
内
科
学〉

大
沼
日以
（
臼）
飯
山
市・
海
兵
H
文

化
女
子
大
学
長

小
口
問
（
臼）
岡
谷
市・
点
大
理
H

東
大
教
授
〈
超
高
層
大
気
物
理
学〉

小
口
忠
彦
（
臼）
下
諏
訪
町・
東
大

文
H
お
茶
の
水
女
大
教
授
〈
教
育
心

理
学〉

奥
原
唯
弘
（
臼）
松
川
村・
早
大
院

H
近
大
教
授
〈

懲法、
行
政
法〉

尾
崎
洛
（
印）
松

本市・
東京
工
大

H
理泳
工
大
資
源
化
学
研
究
所
教
授

〈
触
媒
化
学〉

大
池
弥
三
郎
（
山町）
山
形
村・
東
北

大
医
H
弘
前
大
学
長
〈
内
科
学〉

小
原
二
郎
（
臼）
南
木
曾
町・
京
大

農
H
千
葉
大
教
授
〈
人
間
工
学〉

笠
原一
男
（
臼）
高
速
町・
東
大
文

H
日
本
来
数
史、
完
成
大
教
綬

金
井
回
（
臼）
松

本市・
東
大
文
H

東
大
数
授
〈
日
本
近
世
史〉

北
沢
正
啓
（
日）
駒
ヶ
根
市・
東
大

法
H
名
大
数
回伐
〈
商
法
学〉

北
島
正
元
（
印）
長
野
市・
東
大
文

H
立
正
大
教
授
〈
日
本
近
世
史〉

倉
橋
健
（
臼）
飯
山
市・
早
大
文
H

早
大
教
凌
〈
前
劇
必〉

小
林
直
樹
（
印）
小
諸
市・
京
大
法

H
東
大
教
授
〈
憲
法
学〉

児
玉
幸
多
（
ね）
一史
楕
市・
京
大
文

H
学
期門
院
大
名
件
数
授
〈
円
・本
近
似

史〉

中旬鋭雄氏

五
味
智
英
（
花）
下
諏
訪
町・
東
大
一
の
宿
湯
治
併
が
あ
る。
な
か
で
も
英

文
H
東
大
名
公
数
凌
〈
国
文
学〉

土地
街
の
た
た
ず
ま
い
は
江
戸
時
代
を

後藤
淳
（
臼）
須
坂
市・
名
大
工
H
←

復
元
し
て
見
事。
策
良
井
宿
も、
そ

愛
知
工
大
学
長
〈
電
気
工
学〉

一

れ
に
ま
さ
る
と
も
お
と
ら
ない。
混同

荻
口
文
吾
（回）
東
部
町・
九
大
農
←

光
寺
商
街
道
の
mm
W
街
も
見
ど
た
え

H
九
大
教
授
〈
蚕
学〉

－
が
あ
る。
安
曇
野
の
道
祖
神、
開
悶

後
遺
客
人（
郎）
下
諏
訪
町
・
東
大
理
－

高
原
の
馬
頭
観
音
孫
も一
見
の
価
値

H
日
本
科
学
協
会
理
事
長〈
遺
伝
学〉
一

が
あ
る。
塩
田
平
の
古
社
寺
め
ぐ
り

鈴
木
雅
次
（
伺）
松
本市・
九
大
工
－
も
は
波
の
中
世
文
化
を
知
る
に
は
か

H
日
大
名
誉
毅
授
〈
土
木
工
学〉

一

っ
と
うの
も
の
だ。

骨U
沢
太古口
（
九）
須
坂
市・
京
大
文
－

＊
四
季
の
味

H
国
文
学、
元
奈
良
女
子
大
学
長

一

代
表
的
な
味
は
や
は
り
や
め
で
あ

沌
沢
行
雄（川崎）
塩
尻
市・
新
潟
大
院
一

ろ
う
か。
宥
名
な
店
は
各
地
に
あ
る

H
秋
田
大
教
綬
〈
公
衆
衛
生
学〉

一

が、
開
問
向
原
の
か
ぎ
ら
ぬ
味
が
い

武
居
三
宮
内制
）
岡
谷
市・
東
大
長
一

ぃ。
馬
刺
し
は
鈴
本
周
辺
に
名
の
知

H
京
大
名
誉
教
授
〈
浪
芸
化
学〉

一

れ
た
店
が
集
ま
っ
て
い
る。
い
か
に

武
田
隆
夫
（
白山）
上
岡
市・
波
大
経
一

も
灯
州
ら
し
い
味
に
は
地
的
の
チ、

H
東
大
名
誉
教
綬
〈
財
政
学〉

一

伊
那
の
ザ
ザ
ム
シ
な
ど
が
あ
る。
ザ

辰
野
千古河
（ω）
伊
都
市・
東
京
文
一

ザ
ム
シ
は
天
竜
川
に
す
む
カ
ワ
ゲ
ラ

連
大
H
上
越
教
育
大
学
長
〈
教
育
心
一

と
い
う
昆
虫
の
幼
虫
で、
納
い
り
や

理
学〉

一

つ
く
だ
煮
に
し
て
食
べ
る。
見
か
け

土
屋
数
博
（白山）
上
悶
市
・
日
本
体
←

は
わ
る
い
が、
香
ば
し
く、
沼
の
行

育
専
日
長
野
大
学
長〈
保
健
社
会
学〉
一

に
い
い。

ぬ
山
四
男（
邸）
松
本
市・
東
北
大
←

野
沢排出
も
信
州
を
代ぷ
す
る
叫悼
の

エ
H
武
蔵
工
大
名
件
数
回奴
〈
氾
工
←

一
つ。
本
場
は
も
ち
ろ
ん
野山川
副－H浪。

4－

－
b
・z，
・b
・a’

崎山
．．．

 

学UV

4

二

Qh
あ
た
り
の
聡
核
裂
も
う
ま
い。

中
嶋
鎖
雄（
笠
松
本
市・
東
大
院
H
＝

忘
れ
て
な
ら
な
い
も
の
に
下
諏
訪
の

必球
科
大教
授
〈
現
代
中
間
学〉

一
一

泡
制門
知が
あ
る。
い
ま
は
信
州一
円

二
村
忠
元
（
臼）
絵
本
市・
京
大
工
－

で
売
ら
れ
て
い
る
が、
下
ぷ
諸
の

H
東
北
大
名
替
教
授
〈
電
気
工
学v
－

「
新
鶴」
が
ほ
ん
と
う
の
佑地
下
認
で

一
あ
る。
小
布
施
の
粟
学
送、
百点
か
の

一
子、
上
回
の
み
す
ず
飴、
そ
れ
に
各

｛
地
の
五
平
餅
も
白
州
ら
し
い
味
だ。

一
駅
弁
は
出
尻
の
鵠
ず
し、
上
認
訪
の

つ
ど

ま
ど
が
好
評。

丸山千里氏

一

一

「

勇

1

J

E
E
h

＝

3
F

と

「
真

澄
」

一

長
野
県
下
に
は
五
百
万
石
な
ど一

酒
造
好
適
米
が
と
れ
る
の
で、
地一

酒
の
名
に
ふ
さ
わ
し
い
名
溺
が
少－

－
な
く
な
い。
な
か
で
も
近
来
と
み
一

に
将
判
の
向
い
の
がい附
佐
久
の
匁－

冷
叫削減
の
瓜
ヒ
が
生
む
「
菊
秀」。－

元
農
相、
mM
M仰
長打い
・
弁
手一
太一

郎、
作
家・
井
手
係
六
兄
弟
の
笑一

家
の
政
で、
間凶
き
抜
い
た
酒
米
を
一

じ
っ
く
り
匁，つ
く
り
で
仕
込
む。
一

さ
わ
や
か
な
旨
臨時、
沼
格
と
も
申一

し
分
な
し。
純
米
酒
も
す
ぐ
れ、
一

焼
酎
「
峠」
も
出
し
て
い
る。

一

「
点
澄」
は
「
神
州
ごの
味
附｝

づ
く
り
で
も
知
ら
れ
る
誠
必
の
富
一

段
樽
迭
の
名
門
酒。
敗
戦
直
後
の一

昭
和
二
十一
年、
全
国日間
評
会
とF

新
宿削
簸
沼
会
で
と
も
に
て
こ、
｛

三
位
を
独
占
し
た
輝
け
る
記
録
を
｝

も
っ。
酒
通
に
謀ば
れ
てい
る
の一

は
市
安
曇
の「
酔
凶」、
本
伶
凶
均一

の
「
ヒ
笑」
な
ど。
（
稲
垣
真
美こ

キ

温

泉

長
野
は
別出
来
mM
と
い
わ
れ
る
だ
け

に、
れ
地
に
い
で
湯
が
あ
り、
そ
れ

ぞ
れ
特
色
を
誇
っ
て
い
る。
行
楽
向

き
の
温
泉
に
は
浅
間
温
泉、
上
諏
訪

出
向浪、
下
誠
一必
別川
公、
必
利
川出
・um、

ド
h川
上
山
間
山川
・um、
山
ノ
内
出
泉

郷、
別
所
副
白川水
な
ど
が
あ
る。
下
誠

一必
別個
円減
は
ム中
山
道
の
約
場
町
と
し
て
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秦
藤
樹
（
花）
四
賀
村・
問棋
大
医
H

北
墨
研
究
所
所
長
〈
抗
生
物
質、
癌

化
学
療
法〉

長
谷
川
善
和
（
臼）
飯
田
市・
横
浜

国
大
H
横
浜
国
大
教
授
〈
古
脊
椎
動

物
学〉

羽
閏
健
三
（
印）
長
野
市・
東
京
高

飾
H
信
州
大
教
授
〈
鳥
類
生
態
学〉

馬
場
昭
（
臼）
長
谷
村・
東
大
渋
H

日
大
教
授
〈
農
業
経
済
学〉

林
道
義
（
制）
飯
田
市・
東
大
院
H

東
京
女
大
教
授
〈
思
想
学〉

原寛
（
均）
須
叛
市・
京
大
理
H
東

大
名
誉
教
授
〈
植
物
分
類
学〉

半
田一
郎
（
日）
長
野
市・
エ
ジ
ン

パ
ラ
大
H
東
京
外
大
教
授
〈
応
用
言

語
学〉

福
与
正
治
（
印）
飯
田
市・
東
大
文

u
成
撲
大
教
授
〈
英
文
学〉

藤
沢
体
作
（
幻）
飯
山
市・
東
大
理

H
東
京
農
工
大
教
授
〈
統
計
学〉

藤
沢
令
夫
（
白山）
飯
山
市・
京
大
文

H
京
大
教
授
〈
西
洋
哲
学〉

藤
森
間一
（
拘）
松
本
市・
東
大
院

H
北
大
名
誉
教
授
〈
生
理
学〉

古
島
敏
雄
（
印）
飯
田
市・
東
大
農

H
東
大
名
谷
教
授
〈
日
本
経
済
史〉

｛五
月
欣
二
（
幻）
長
野
市・
波
大
院

H
玉
川
大
教
授
〈
植
物
生
態
学〉

宝
月
圭
吾
（
刊）
長
野
市・
東
大

文
H
東
大
名
管
教
授
〈
日
本
中
世

史〉松
井
正
直
（
臼）
上
田
市・
京
大
岱

H
東
大
名
替
教
授
〈
間以
芸
化
学〉

丸
淡
路
三
（
臼）一
茅
野
市・
東
大
mM

週刊読売

H
東
大
教
授
〈
海
洋
生
物
学〉

丸
山
千
星
（
mm）
茅
野
市・
日
本
医

大
H
日
本
医
大
ワ
ク
チ
ン
療
法
研
究

施
設
所
長
八
皮
膚
科
学〉

三
沢
正
生
（
mw）
伊
那
市・
東
大
岱

H
東
北
大
名
誉
教
授
〈
農
学〉

三
井
為
友
（
印）
富
士
見
町・
東
大

院
H
創
価
大
教
授
〈
教
育
学〉

宮
坂
広
作
（
品開）
諏
訪
市・
東
大
陵

中
退
H
東
大
教
授
〈
社
会
教
育〉

宮
坂
宥
勝
（
印）
関
谷
市・
東
北
大

院
H
名
大
教
綬
〈
イ
y
ド
学〉

八
木
健
三
（
MW）
長
野
市・
東
北
大

理
H
北
大
名
誉
教
授
〈
鉱
物
学〉

矢
内閣
羊古口
（
向）
諏
訪
市・
東
大
文

H
東
北
大
名
誉
教
授
〈
倫
理
学〉

山
本
正
男
（
印）
上
関
市・・
東
大

文
日
東
京
芸
大
学
長
〈
芸
術
史、
美

学〉繍
山
亨
（
珂）
松
本
市・
東
北
大

工
H
償
浜
国
大
教
授
〈
金
属
材
料

学〉繍
山
正
彦
（
臼）
高
遠
町・
東
大
経

H
東
大
名
誉
教
授
〈
経
済
学
史〉

若
槻
哲
雄
（
mw）
長
野
市・
阪
大
理

H
阪
大
名
誉
教
授
〈
物
理
学〉

弁
出
孫
六
（
川崎）
臼
関
町・
東
大
文

H
作
家

臼
弁古口
見
（
符）
期
金
村・
東
大
文

H
文
芸
税制
論
家

大
川
悦
生
（
閃）
三
水
村・
早
大
文

H
児
意
文
学

太
田
市同
丘
（
札）
塩
尻
市・
東
大
文

H
歌
人

上
保
信
山
（
均）
松
本
市・
大
東
文

化
学
院
高
H

俳句家

北
野
次
登
（
mw）
長
野
市・
青
山
学

院
大
経
日
長
野
放
送
社
長

久
保
悶
正
文
（
伺）
飯
関
市・
東
大

文
H
文
芸
評
検
家

念
総
厚
（
貯）
長
野
市・
気
象
大
H

随
筆
家

児
玉
三
鈴
（
白）
坂
城
町・
仏
ア
カ

デ
ミ
ー
－
グ
ラ
ン
シ
g
ミ
エ
ー
ル
H

日
本
商
家

小
林
努
（
刊叩）
駒
ヶ
根
市
H
評
論

家、
元
岩
波
書
店
会
長

小
山
敬
三
（
邸）
小
諸
市・
慶
大
中

退
日
洋
画
家

渋
沢
孝
輔
（
回）
呉
田
町・
東
大
院

H
詩
人

島
田
謹
介
（
別）
長
野
市・
長
野
中

H
写
真
家

島
村
利
正
（
印）
高
速
町・
正
則
英

語
H
作
家

清
水
多
嘉
示
（
回）
原
村・
仏
ア
カ

デ
ミ
ー
－
グ一フ
ン
シ
ョ
ミ
エ
1
ル
H

彫
刻
家

高
織
節
郎
〈
ω）
穂
高
町・
東
京
美

校
H
漆
工
芸
家

武
弁
武
雄
（
Mm）
岡
谷
市・
東
京
美

校
H
版
商
家

問
中
量
弥
（
均）
長
野
市・
長
野
商

H
第一
法
規
出
版
社
長

土
屋
隆
夫
（
臼）
立
科
町・
中
大
法

H
作
家

殿
内
芳
樹
（
印）
伊
郷
市・
東
洋
大一

栄
え
て
き
た
湯
の
町
だ
け
に、
古
風

な
旅
館
が
多
勺
山
ノ
内
温
泉
郷
の

一
つ
の
地
獄
谷
温
泉
は
償
湯
川
の
谷

あ
い
に
あ
る一
軒
街。
出舟
朴
な
も
て

な
し
は
定
評
が
あ
る。
近
く
に
巨
大

な
噴
泉
犠
や
野
猿
公
苑
が
あ
る。
一

軒
宿
と
い
え
ば
木
曾
谷
の
桟
温
泉
も

そ
う
で、
家
庭
的
な
サ
ー
ビ
ス
に
は

心
が
と
も
っ
て
い
る
し、

手～つ
く
り

の
料
理
は
ま
さ
に
ふ
る
さ
と
の
味。

大
事
に
し
た
い
宿
で
あ
る。

保
養
向
き
の
温
泉
も
多
い。
軽
井

沢
温
泉
郷、
内
村
温
泉
郷、
中
房
温

泉
郷、
岡
沢、
沓
掛
温
泉
な
ど。
野

沢
温
泉、
秋
山
郷
の
山
の
温
泉
も
忘

れ
が
た
い。
山
の
温
泉
と
は
思
え
な

い
の
が、
山
岡
温
泉
の
藤
井
荘。
宿

の
っ
く
り、
サ
ー
ビ
ス、

料
理
と
も

に
洗
練
さ
れ
て
い
る。
奥
諺
科
溢
泉

郷
の
た
た
ず
ま
い
も
い
い。

阿協働慨蹴附

〈
締
役
祭
り〉
信
州
の
奇
祭
と
し

て
古
く
か
ら
有
名
な
の
が、
諏
訪
大

社
の
御
柱
（
お
ん
ぼ
し
ら・
み
は
し

ら）
祭
り。
十
二
支
の
「
策」
「
巾」 勇壮なt母性祭り

議委bがか去し、持を

＃鴇昆噌
宮03-951-1141信州味噌株式会社信州・小諸

141 



L 

週刊読売

文H詩人中島千波（お）小布施町・東京

芸大
H日本画家

中村武志（η）塩尻市・法大高

節目作家 、墓回品間借入協会長

野
平自白人（臼）須須市・北海道

文化放送社長
原則弘（村川）飯
田
市・車田市府立工

tzHグラフィyクデザイナー
藤

原てい（臼）茅野市・諏訪高

女H作家藤本四
八（ω）飯
田
市・飯図商

中退H
美術写真家

忠一沢正（邸）長野市・須袋中H

点京法令出版社長
細川観保水（印）松本市・東京

芸大
H彫刻家

丸
岡
秀
子
（
作）
白
岡
町・
虫剤
良
女

－M師H社会評論家
丸
山

健二（幻）飯山市・仙台電

波高H作家宮本幹也（回）白馬村・明大中

退H作家務台
光雄（制）松本市・早大

導

H読売新聞社長
絞鳩十（苅）宿木村・法大

文H

児童
文学もろさわょうζ（閃）望月町・

事
検
H
女
性
史
研
究
家

矢崎虎
夫（苅）茅野市・ 東京
美

首

ほ

r
陶
ベ

剖
件汁臼

’Bl. 5. 17 

佼H彫刻家山本
茂
実（臼）松杢市・早大

文

H作家阿木翁助（印）下諏訪町・諏訪
中H劇作家有賀誠門（斜）塩尻市・東京芸

大
HNHK交響楽団首席ティシ

パエl奏者
市丸（叫）松本市H歌手

務自学（mw）伊那市・東京音佼

H全日本吹奏楽迎盟理事長

金字澗司（必）松本市・東京写

真短大
目映画綴影

上線恒彦（MM）羽日村・訟本県

ヶ丘高H俳優、歌手
熊弁瞥（印）鐙
科
町・信州
大

文

理H映画監督
竹岡扇之助（日）岱木村・赤諮

問M商
H竹
田人形座主宰

西沢
笑（臼）長野市・
中
大法H

劇作家仁村
美涼
夫（臼）飯
田
市・飯
田

商
H
演
劇、
舞
踊
評
論
家

萩元明彦（日）飯
田
市・早大

文

Hテレビプロデューサー
降旗康
男（日明）絵本市・東大

文

H映圃監督

婚沢健
美（白山）下諏訪町・早大

中退H作曲家
松本克平（九）三郷村・早大

文

H俳優丸
山
鉄総（河）長野市・京大経

H音楽評論家三沢あけみ（お）伊那市・小野

学園高中退H歌手
水ロ間春樹（但）長野市・
専大
中

退
H

舞
台監
倍

宮下京子（却）長野市・東横短

大
Hバレリーナス
ポω

掛
川
ぃ
岬

ツ

飯海軍一（沌）辰野町・東北大

法
文H日本体育協会専務理事

小森
光生（川相）松本市・早大
H

プロ野球ヤクルト二軍監嘗
中島治戚（η）松本市・早大

前

H野球評論家
岩
井

章（同州）松本市・鉄道教習

所H国際労働運動研究協会長

小
林

千寿（お）松本市H囲碁五

段、
前
女
流
選
手
櫛
者

丸
田紘一ニ（臼）長野市・係法問

中退H樗供九段
丸岡芳子氏 －に当たる七年目どとの凶月に行

－われる。奥
山

から号、、、の大
木を

－引っ強り出して社殿の四周に立

骨てる勇壮な行事 。
途中 、急坂では若い衆がまた

がった大木を一気に引き落とし

たり 、威勢のいい鈴け戸ととも

に川を押し渡るさまは見もの

で 、全国から多くの観
光・容が集

まる。社殿造営神惑の名残と伝

えられ 、やはり七年目どとに行

われる善
光寺御開銀と並ぶ信州

祭りどよみのハイライトだ 。
〈紳士録過去帳〉マ松井須鹿

子（一
八八六｜一九一七）松代

生まれH新劇女優 。「復活」の

カチュ1シャ役が有名。マれ阿木一ィ恐慌時凶1 iJ

一
’v
と
わ
え
H
浪
い

叩
－v
あっ
た
ら
H
惜
し
い

m
V
あ
や
け
る
H
あ
わ
て
る

苫v
っ
ぽ
い
H
い
と
し
い

一

V
ち
ょ
ー
ら
か
す
H
か
ら
か
う、
…

…いじめる 、じらす
一Vきさんじ！日みごと 、すば…

叫らしい川
V
お
ひ
な
る
H
起
き
る、
目
ざ
め刈

一る一VういHつらい 、せつない

叩VびちゃっちゃうH挑てる

…
V
ず
く
が
あ
る
（
な
い）
H
や
る山

…

気
が
あ
る
（
な
い）

叩
－v・・・・
ず
ら
H－・・・
だ
ろ
う

赤彦（一
八七六｜一九二六〉上回

調訪生まれHアララギ派歌人 。1－

歌集「限内鈴惑の花」「太虚集」。

マ・陥崎
藤
村（一
八七二l一九四

一ニ）馬飽村生まれH瞬間人 、作家。

蒋集「若業銀」、小説「磁波」「春」

「夜明け前」。マ岩波
茂雄（一

八八一｜一九四六）中洲生まれ

H岩波S店創設者。マ中山耳目平

（一
八八七｜一九五二）新野 生

まれH作品開家。処女作「カチュ

lシャの歌」ほか「東京行進曲

尚」「波浮の港」念ど。マ五ぬ

慶太ご
八八ニl一九五九）殿

一戸生まれH点急グループの総

帥。ね鉄王 。マ
藤

原銀次郎（一
八

六九｜一九六O）平柴生まれH

災業家 、政治家。王子製紙を蒋

悠 、製紙王といわれた。マ平
林

たい子（一九O五l七一一）中洲

生まれH作家。代表作に「受章

を
売
る」
「
と
う
い
う
女」
な
ど。

マ宮沢俊義（一
八九九l一九七

六）長野生まれH滋法学者。主

放引に「国民代表の観念」。
〈クイズの解答〉付みすずか

る伺ヒノキ 、サワラ 、コウヤ

マキ 、ネズコ 、アスナロ同古

川同銀旧市同＠同大町山，缶同

物館MN・中山同治践例一州遠
－イラスト
山

崎勝康
－協力加
藤

恵氏長野県

売新聞長野支局
百・－
・侃


